
⑦－４ 必要車両編成数について

延伸後 快速運転含む



⑧－１運行計画について（Ｎｏ１すう勢ケース、Ｎｏ２沿線開発ケース）

Ｎｏ１すう勢ケース
Ｎｏ２沿線開発ケース

ピーク時運行本数

●快速運転：なし
●各駅停車：岩槻発 ８本/時

浦和美園発６本/時
鳩ヶ谷発 ２本/時
合計 １６本/時

※臨時駅

１６本/時

延伸線駅間所要時間

●各駅停車
・岩槻～中間駅 ：４分
・中間駅～浦和美園 ：３分

岩槻～浦和美園 ：７分

※運行計画については、鉄道事業者と協議したものではない。

ケース名

沿線開発地区

医療施設
にぎわい
交流館

埼玉
スタジアム駅

運行形態

途中駅

美園開発 中間駅開発
岩槻周辺
開発

臨時 常設
各駅
停車
のみ

快速
運転
あり

Ｎｏ１すう勢ケース
△

※明確な
建築計画のみ

－ － ○ ○ ○ － ○ － 中間駅

Ｎｏ２沿線開発ケース
○

区画整理事業
5箇所

○
○

区画整理事
業
5箇所

○ ○ ○ － ○ － 中間駅



⑧－２運行計画について（Ｎｏ３沿線開発ケース＋埼玉スタジアム駅常設化ケース）

Ｎｏ３沿線開発＋
埼玉スタジアム常設化ケース

ピーク時運行本数

●快速運転：なし
●各駅停車：岩槻発 ８本/時

浦和美園発６本/時
鳩ヶ谷発 ２本/時
合計 １６本/時

１６本/時

延伸線駅間所要時間

●各駅停車
・岩槻～中間駅 ：４ 分
・中間駅～埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ ：３ 分
・埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ～浦和美園：２ 分

岩槻～浦和美園 ：９ 分

※運行計画については、鉄道事業者と協議したものではない。

ケース名

沿線開発地区

医療施設
にぎわい
交流館

埼玉
スタジアム駅

運行形態

途中駅

美園開発 中間駅開発
岩槻周辺
開発

臨時 常設
各駅
停車
のみ

快速
運転
あり

Ｎｏ３沿線開発＋
埼玉スタジアム駅常設化ケース

○
区画整理事業
5箇所

○
○

区画整理事業
5箇所

○ ○ － ○ ○ －
埼玉

スタジアム駅
中間駅



⑧－３運行計画について（Ｎｏ４沿線開発＋快速運転ケース）

Ｎｏ４沿線開発＋快速運転ケース

ピーク時運行本数

●快速運転：岩槻発 ３本/時
●各駅停車：岩槻発 ５本/時

浦和美園発６本/時
鳩ヶ谷発 ２本/時
合計 １６本/時

１６本/時

延伸線駅間所要時間

●快速運転

・岩槻～浦和美園 ：６分

●各駅停車
・岩槻～中間駅 ：４分
・中間駅～浦和美園 ：３分

岩槻～浦和美園 ：７分

青字の駅：快速停車駅、 ― 快速運転

※臨時駅

※運行計画については、鉄道事業者と協議したものではない。

浦和美園

岩 槻

東川口

鳩ヶ谷

赤羽岩淵

岩 槻岩 槻浦和美園東川口東川口鳩ヶ谷赤羽岩淵

ケース名

沿線開発地区

医療施設
にぎわい
交流館

埼玉
スタジアム駅

運行形態

途中駅

美園開発 中間駅開発
岩槻周辺
開発

臨時 常設
各駅
停車
のみ

快速
運転
あり

Ｎｏ４沿線開発＋
快速運転ケース

○
区画整理事業
5箇所

○
○

区画整理事業
5箇所

○ ○ ○ － － ○ 中間駅



⑧－４運行計画について（Ｎｏ５沿線開発＋埼玉スタジアム常設化＋快速運転ケース）

Ｎｏ５沿線開発
＋埼玉スタジアム常設化
＋快速運転ケース

ピーク時運行本数

●快速運転：岩槻発 ３本/時
●各駅停車：岩槻発 ５本/時

浦和美園発６本/時
鳩ヶ谷発 ２本/時
合計 １６本/時

１６本/時

延伸線駅間所要時間

●快速運転
・岩槻～浦和美園 ：６ 分

●各駅停車
・岩槻～中間駅 ：４ 分
・中間駅～埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ ：３ 分
・埼玉ｽﾀｼﾞｱﾑ～浦和美園：２ 分

岩槻～浦和美園 ：９ 分

青字の駅：快速停車駅、 ― 快速運転

※運行計画については、鉄道事業者と協議したものではない。

浦和美園

岩 槻

東川口

鳩ヶ谷

赤羽岩淵

岩 槻浦和美園東川口鳩ヶ谷赤羽岩淵

ケース名

沿線開発地区

医療施設
にぎわい
交流館

埼玉
スタジアム駅

運行形態

途中駅

美園開発 中間駅開発
岩槻周辺
開発

臨時 常設
各駅
停車
のみ

快速
運転
あり

Ｎｏ５沿線開発＋埼玉スタジアム駅常設化
＋快速運転ケース

○
区画整理事業
5箇所

○
○

区画整理事業
5箇所

○ ○ － ○ － ○
埼玉

スタジアム駅
中間駅



⑨ 事業スケジュール（案）について

地下鉄７号線延伸線 事業スケジュール（案）

注）事業スケジュール（案）は鉄道事業者と協議したものではない。



⑩ 新技術について

【鉄道ラーメン高架橋のプレキャスト構築工法】
（部材のハーフプレキャスト化）

（１）工法概要
ラーメン形式の鉄道高架橋の建設において、工場製作のプ
レキャスト部材を部分的に用いることで、省力化および急速
施工を実現。

東急建設HP

（２）施工実績
・臨海鉄道金城ふ頭線（汐止～空見）
・東横線複々線化事業に伴う武蔵小杉～日吉間線増工事

・京浜急行本線及び同空港線（京急蒲田駅付近）連続立体交
差事業
・相模鉄道本線（星川駅～天王町駅）連続立体交差事業

【プレキャストアーチ式高架橋構築工法】
（部材のフルプレキャスト化）

（１）工法概要
工場で製作した３つのフルプレキャスト部材を組立てることに
より、アーチ型のラーメン高架橋を構築する工法

鉄道ACT研究会HP、コンクリート工学Vol. 50(2012) 

（２）施工実績
・身延線富士宮・西富士宮間立体交差化

【鉄道ラーメン高架橋の新プレキャスト工法】
（部材のフルプレキャスト化）

（１）工法概要
既存の鉄道ラーメン高架橋のプレキャスト工法は、配筋が密
となる柱と梁の接合部は現場打ちコンクリートによる施工と
なっていたが、本施工方法では、梁・柱接合部においても建
築分野で既に多くの高層ビルに適用されている工法を応用
することでプレキャスト化を実現。

大林組HP

（２）施工実績
・開発して間もないため、実績なし

■プレキャスト構造のメリット
・部材を工場製作することにより、安定した高品質の構造物を築造できる。
・工期を短縮することができるため、建設費の充当時期が遅くなり（開業時期に近くなり）、社会的割引率の影響によりＢ/Ｃが良くなる可能性がある。
・工場製作のためコンクリート強度を高くすることができ、高架橋の長スパン化が図れる。

■プレキャスト構造のデメリット
・一般に現場打ちコンクリート構造よりも建設費が２割程度高くなる。（H29.8 ゼネコンへのヒアリングより）
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埼玉高速鉄道の
乗車人員(人/日)

■浦和東部第一 ■浦和東部第二 ■岩槻南部新和西 ■大門下野田

9,000

平成１３年１０月
「埼玉スタジアム２００２」オープン
２００２年のFIFAワールドカップを機に
整備された。浦和レッズがホームスタ
ジアムとして使用している。

平成１３年３月
埼玉高速鉄道「浦和美園駅」開業
東京メトロ南北線とつながっており
「美園」と東京都心とを一本の線で結ぶ。

平成１３年３月
土地区画整理事業認可
事業計画に従い、都市基
盤整備がスタート。

平成１８年４月
浦和美園駅東口街びらき
美園初となる大規模複合商業施設
もオープンした。

平成２４年４月
「さいたま市立美園小学校」開校
人口が増えつつある
「みそのウイングシティ」内に
開校した新設小学校。

平成２５年９月
「西口駅前広場」
オープン
バスの再編

平成２５年１２月
ホームセンターオープン
「埼玉スタジアム２００２」
の北側にホームセンター
が開業した。

平成２９年３月
複合商業施設オープン
岩槻区美園東２丁目に
誕生した複合商業施設。

計 4,135人

計 4,384人

計 5,003人

計 5,566人

計 6,334人

計 7,531人

出典：『さいたま市の人口・世帯（平成１３～２８年）』、『浦和東部人口・世帯数（平成２５年）』、『区画整理地区内外人口世帯（平成２６～２９年）』全てさいたま市、
『統計年鑑（平成１４～２６年）』埼玉県、『経営状況、輸送状況（平成２６～２８年度）』埼玉高速鉄道

※平成１３～平成２２年の「みそのウイングシティ」の人口は推定値です。
※美園地区全体の人口は当該年の４月（２００１年のみ５月）時点、「みそのウイングシティ」の人口は１月時点の数値となります。 ※鉄道乗車人員は当該年度の平均値です。

平成１９年３月～１２月
大規模マンション３棟
（約６５０戸）竣工

平成２９年２月
浦和東部第二地区、岩槻南部
新和西地区 事業完了
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駅
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車
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平成２７年度～平成２８年度
戸建住宅、集合住宅等建設

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

(人/日)

み
そ
の
ウ
イ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
人
口

(人)

埼
玉
高
速
鉄
道
の
乗
車
人
員

(人/日)

浦和美園駅の
乗車人員(人/日)

⑪ みそのウィングシティのまちづくりと埼玉高速鉄道線の乗車人員



ケース名

延伸線
需要予測
（Ｈ32）
（Ｈ47）

Ｂ／Ｃ
（30年）
（50年）

採算性
（累積資金収

支
黒字転換年）

１ 慎重ケース
23.9 千人
22.0 千人

0.9（0.86）
0.9（0.91）

44年

２ 営業リスク：
利用者定着遅れの感度

― 40年

３ 営業リスク：
人口減少収益減の感度

― 37年

４ 浦和美園駅周辺開発
（３万人超開発ビルトアップ）

24.5 千人
24.4 千人

0.9（0.89）
1.0（0.95）

35年

５ 中間駅周辺まちづくり
（４千人開発ビルトアップ）

23.9 千人
22.4 千人

43年

６ 岩槻駅周辺まちづくり
（1.5km圏の人口10%増）

24.4 千人
22.9 千人

38年

７ 快速運転
（延伸・ＳＲ線内）

26.0 千人
23.9 千人

0.8～1.2
（0.82～1.15）

0.9～1.3
（0.86～1.26）

22～40年

８ 運賃値下げ
（延伸・ＳＲ線内20%値下げ）

27.6 千人
25.4 千人

発散

９ 埼玉スタジアム２○○２
（観客増加）

25.2 千人
23.3 千人

41年

10 追加支援
（１割支援・受益者負担）

― 37年

11 営業主体
（ＳＲとメトロの二者が参画）

― 31年

12 採算性リスク：整備費用増 ― 45年超

13 採算性リスク：工期延長 ― 45年超

14 大胆速度ケース
（岩槻～目黒まで ２０％ＵＰ）

33.0 千人
30.3 千人

―

15 大胆運賃ケース
（岩槻～目黒までメトロ運賃）

51.9 千人
46.8 千人

発散

16 大胆開発ケース
(ＳＲ沿線全10地区開発ビルトアップ)

24.7 千人
25.2 千人

33年

ケース名

延伸線
需要予測
（Ｈ37）
（Ｈ52）

Ｂ／Ｃ
（30年）
（50年）

採算性
（累積資金収支
黒字転換年）

１ 慎重ケース
23.2 千人
20.5 千人

0.8(0.78)
0.8(0.81)

50年超

２ 浦和美園駅周辺開発
（３万人超開発ビルトアップ）

24.4 千人
22.9 千人

0.8(0.82)
0.9(0.86)

50年

３ 岩槻駅周辺まちづくり
（岩槻周辺開発ビルトアップ）

23.3 千人
20.6 千人

0.8(0.79)
0.8(0.82)

50年超

４ 単線ケース
（※建設費：780億円）

22.0 千人
19.3 千人

0.8(0.80)
0.8(0.83)

50年超

５ 野田線急行運転ケース
23.1 千人
20.4 千人

0.8(0.78)
0.8(0.81)

50年超

６ 大胆開発ケース
(全開発ビルトアップ)

24.4 千人
23.4 千人

0.8(0.84)
0.8(0.89)

48年

ケース名
延伸線

需要予測
（Ｈ42）

Ｂ／Ｃ
（30年）
（50年）

採算性
（累積資金収支
黒字転換年）

１ すう勢ケース 23.1 千人
0.8(0.81)
0.9(0.91)

46年

２ 沿線開発ケース 24.6 千人
0.9(0.87)
1.0(0.98)

38年

３ 沿線開発＋埼玉スタジアム
駅常設化ケース

26.1 千人
0.9(0.88)
1.0(1.00)

55年

４ 沿線開発＋快速運転ケース 28.8 千人
1.1(1.07)
1.2(1.23)

18年

５ 沿線開発＋埼玉スタジアム
駅常設化＋快速運転ケース

30.4 千人
1.1(1.07)
1.2(1.22)

20年

平成２３年度 検討委員会 平成２６年度 検討会議 平成２９年度 延伸協議会
概算建設費

工事費 計 650

総係費
工事付帯費 20

管理費 70

消費税 30

合計 770

概算建設費

工事費 計 720

総係費
工事付帯費 20

管理費 70

消費税 60

合計 870

概算建設費

工事費 計 700

総係費
工事付帯費 20

管理費 70

消費税 70

合計 860

平成２３年度 地下鉄７号線延伸検討委員会（検討区間：浦和美園～岩槻）

【慎重ケース】（１）
平成２３年度検討委員会の基本となるものであり、施策等による人口増加や利用者増加を一切入れずに、営業上のリスク
も考慮した最も厳しいケース。

【感度分析ケース】（２～１３）
慎重ケースをもとに、沿線開発や快速運転などの利用者増加の施策や建設費増加などのリスクについて、Ｂ／Ｃ等の感度の
確認を行うケース。

【大胆ケース】（１４～１６）
事業化の可能性を大胆に把握するために、採算性等を試算するケース。

平成２６年度 地下鉄７号線延伸検討会議（検討区間：浦和美園～岩槻～蓮田）

【慎重ケース】（１）
平成２６年度検討会議の基本となるものであり、平成２３年度検討委員会を踏襲し、試算したケース。

【感度分析ケース】（２～５）
慎重ケースをもとに、沿線開発による人口増加などについて、Ｂ／Ｃ等の感度の確認を行うケース。

【大胆ケース】（６）
大胆な仮定に基づき、Ｂ／Ｃ等の確認を行うケース。

なお、平成２３年度の結果と比較すると、建設費の高騰などにより、Ｂ／Ｃ等は低下した。

⑫平成２３年度検討委員会 平成２６年度検討会議 平成２９年度延伸協議会 試算結果一覧表



事 業 化

開 業

（鉄道事業者による実施）
調査・設計、環境アセス、測量
用地買収、工事 等

営業構想・整備構想の作成（法第４条 関係）
（各鉄道事業者が作成）

速達性向上計画の作成（法第５条 関係）
（各鉄道事業者が自治体と協議・同意）

大臣が認定

大臣へ認定を申請

事業評価（Ｂ／Ｃ＞１．０ 採算性≦30年）
課題解決に向けた深度化

自治体関係者等の調整・協議・合意

⇔

（法第１１条１項 ）
鉄道事業者に対し事業の実施要請

鉄道事業者（整備主体・営業主体）
調査・協議・調整・合意

地方公共団体の要請

→

大臣へ認定を申請

※１ 都市鉄道等利便増進法第１１条第１項（速達性向上事業の実施の要請）
地方公共団体は、鉄道事業者等（鉄道事業法第七条第一項に規定する鉄道事業者、

軌道法による軌道経営者又は都市鉄道施設の整備に係る事業を行うその他の者をい
う。以下同じ。）に対して、速達性向上事業の実施の要請（実施されている速達性向
上事業を変更して実施することの要請を含む。）をすることができる。この場合にお
いては、基本方針に即して、当該要請に係る速達性向上事業に関する計画の素案を作
成して、これを提示しなければならない。

※２ 都市鉄道等利便増進法第４条関係（整備構想又は営業構想の認定）
① 速達性向上事業として都市鉄道施設の整備又は営業を行おうとする者は、それぞ
れ整備構想又は営業構想を作成して、国土交通大臣の認定を申請することができる。

② 国土交通大臣は、整備構想又は営業構想が基本方針に適合するものであると認め
るときは、その認定をするものとする。

※３ 都市鉄道等利便増進法第５条関係（速達性向上計画の認定）
① 認定整備構想事業者及び認定営業構想事業者は、認定を受けた整備構想及び営業
構想に基づいて、協議により、速達性向上計画を作成して、国土交通大臣の認定を
申請することができる。

② ①の認定の申請をしようとする者は、あらかじめ、速達性向上計画について、当
該速達性向上計画に記載する速達性向上事業を実施する区域をその区域に含む地方
公共団体に協議し、その同意を得なければならない。

③ 国土交通大臣は、速達性向上計画が基本方針に適合するものであるほか、鉄道事
業法第３条第１項の規定による鉄道事業の許可を要するものにあたっては同法第５
条第１項各号に掲げる基準に適合し、かつ、確実かつ効果的に実施されると見込ま
れるものであると認めるときは、その認定をするものとする。

想定フロー

都市鉄道等利便増進法の手法

※１

※２

※３

⑬ 都市鉄道等利便増進法の適用の想定フロー


